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研究概要 

新型コロナウイルス感染症対策として、リスク要因の一つである「換気の悪い密閉空間」を改善するため、日常的

な換気が重要となっている。しかし、換気によって PM2.5 や花粉、昆虫などが室内に侵入するという問題が発生す

る。これまで、安全・安心な生活空間を作り出すことを目的として、換気をしながら PM2.5 や花粉、昆虫などの侵

入を防ぐ「静電ブラインド」を産学連携により共同開発してきた。花粉が 99％程度カットされる効果を確認してお

り、当面は学校や公共施設、企業オフィスなどへの設置を想定し、試験販売を行うことで、消費者のニーズを調査

するとともに、実装に伴う課題や改善点を洗い出し、汎用的な製品の製造に向けて取り組む予定である。 

一方、新型コロナウイルス（COVID-19）に対し、世界保健機構（WHO）は接触、飛沫、空気を介した感染に対する

予防策の重要性を強調している。中でも、病原体を含む飛沫閉じ込めることは、非常に重要な感染対策となる。 

これまで静電気を発生させる「静電場スクリーン」を開発し、カビの胞子、昆虫、花粉、タバコの煙などの様々な

物体を捕捉できることを明らかにし、実用化してきた。さらに、エアゾールなどの飛沫核（直径 5μm 以下）、ウイ

ルス粒子、低分子化合物など、サイズの小さい物質を補足できる装置の開発が課題となっていた。今回、ウイルス

粒子、低分子化合物などの物質を補足するため、水電極上に設置したコロナ放電生成装置（corona discharge-

generating apparatus :CDA）の開発について検討した。 

研究成果 

ネブライザーで発生させた霧（飛沫核を想定）、ウイルス粒子、または蛍光試薬（フルオレセインイソチオシアネ

ート：FITC）を吹き付けると、水電極側に取り込まれることが確認された。新型コロナウイルスの代替ウイルスと

して、シュードモナス・シリンガエ（Pseudomonas syringae var. syringae）の細菌を宿主とするバクテリオファ

ージφ6（ウイルス）を使用し、空中に浮遊させたφ6 ウイルス粒子を効率的に回収することに成功した。また、水

電極に回収したウイルスなどの微生物は、オゾン処理により 99％以上が殺菌することができた。 

この装置がさまざまな細菌性（ジフテリア、百日咳、髄膜炎、疫病、肺炎）、ウイルス性（インフルエンザ、髄膜

炎、おたふく風疹、肺炎）、および飛沫感染によって引き起こされるマイコプラズマ病の病原体や新型コロナウイ

ルス（SARS-CoV-2）に適用できることを示唆しおり、また、空気清浄機としての活用が可能であるため、病院、薬

局、スポーツジム、カラオケ店、レストラン、会議室、教室などの適応範囲は広いと考えられる。 
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